
◎
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
関
し
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

小
野
寺
千ち

誠せ
い

氏
（
荒
木
田
）、

道み
ち

尻じ
り

和
彦
氏
（
柏
台
）
、
本
宮

隆
一
氏
（
清
水
）
、
小
野
寺
光

正
氏
（
市
企
画
総
務
部
長
）
、

大
森
力り

き

男お

氏
（
市
生
活
福
祉
部

長
）
の
５
人
を
委
員
に
任
命
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
（
大

森
氏
を
除
く
４
人
は
再
任
）

◎
財
産
の
無
償
譲
渡
に
関
し
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

市
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
１

台
を
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
株
式

会
社
コ
ス
モ
プ
ラ
ザ
西
根
に
譲

渡
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
八
幡
平
市
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調

査
結
果
の
縦
覧
等
手
続
条
例

市
が
設
置
し
よ
う
と
す
る
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
生
活
環

境
影
響
調
査
（
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
で
す
。（
12
月
21
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
特
別
会
計
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

旧
松
尾
村
が
運
動
公
園
整
備

の
た
め
に
設
け
て
い
た
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
を

廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
12
月
21
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
民
バ
ス
運
行
条
例

市
民
の
交
通
確
保
の
た
め
、

安
代
地
区
で
市
民
バ
ス
を
運
行

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
運
行

経
路
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
荒
沢
地
区
　
「
横
間
・
曲
田

線
」「
細
野
・
赤
坂
田
線
」「
五

日
市
・
浅
沢
線
」（
一
般
１
０

０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
田
山
地
区
　
「
苗
代
沢
・
石

名
坂
線
」
「
兄
川
・
兄
畑
線
」

「
瀬
の
沢
線
」「
長
者
前
・
杉
沢

生涯学習推進大会「学びのひろば」（１月27日、西根地区市民センター）での
発表に向け、練習に励む劇団ゆう「ゆり組」所属の西根地区の子どもたち
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平成19年12月13日から19日まで、市議会12月定例会を開催しま

した。一般質問では８人が登壇し、八幡平スキー場休業問題や市行

財政改革実施計画（集中改革プラン）の進
しん

捗
ちょく

状況などについて質

問しました（６～13�参照）。また、今回の定例会では、追加提案

された「八幡平市民バス運行条例」を含む21議案を審議し、全議案

を原案のとおり可決。提出された５件の請願のうち、「八幡平市の

新庁舎建設計画の中止を求める請願」は、付託された総務常任委員

会で継続審査することになりました（５�参照）。

全
会
一
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可
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も
の

12月
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会
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線
」（
荒
沢
地
区
と
同
額
）

▼
廃
止
代
替
路
線
　
「
荒
屋
新

町
・
浄
法
寺
線
」（
中
学
生
以

上
２
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０

円
、
幼
児
無
料
）

◎
除
雪
ド
ー
ザ
使
用
料
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

平
成
４
年
に
旧
安
代
町
で
制

定
さ
れ
、
合
併
後
も
安
代
地
区

で
暫
定
施
行
し
て
い
た
同
条
例

を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。（
12
月
21
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

職
員
の
給
与
や
通
勤
手
当
を

見
直
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

（
12
月
21
日
施
行
。
左
表
は
国

を
１
０
０
と
し
た
給
与
水
準
を

示
す
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
）

◎
平
成
19
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
４
６

６
５
万
円
を
追
加
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
特

別
会
計
６
会
計
と
事
業
会
計
２

会
計
の
補
正
予
算
も
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
会
計
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
市
道
用
地
及
び
測
量
設
計
調

査
業
務
委
託
料
２
４
５
万
２
０

０
０
円

▼
融
雪
剤
散
布
用
車
両
等
購
入

費
５
４
０
万
円

問

松
尾
庁
舎
の
補
強
に
ど
れ

だ
け
費
用
が
か
か
る
の
か
。

答

９
４
５
０
万
円
と
試
算
し

て
い
る
。

問

耐
震
改
修
計
画
は
作
ら
れ

て
い
る
の
か
。

答

現
在
、
小
・
中
学
校
も
含

め
て
、
施
設
を
所
管
す
る
部
署

で
計
画
し
て
い
る
。

問

学
童
保
育
の
冬
季
休
業
期

間
が
西
根
地
区
と
安
代
地
区
で

違
う
理
由
は
。

答

臨
時
職
員
の
再
雇
用
の
関

係
で
２
週
間
休
業
と
し
た
。
安

代
地
区
は
、
保
育
所
と
学
童
保

育
が
相
互
補
完
し
た
た
め
１
週

間
の
休
業
と
な
っ
た
。

問

都
市
計
画
の
大
更
駅
前
線

の
変
更
理
由
は
。

答

駅
は
観
光
部
門
で
の
玄
関

口
で
も
あ
り
、
現
在
の
朝
夕
の

混
雑
緩
和
を
含
め
、
駅
前
広
場

の
機
能
を
生
か
し
た
商
店
街
に

つ
な
げ
る
た
め
変
更
し
た
。

問

合
併
協
議
会
で
総
合
支
所

方
式
を
選
ん
だ
の
だ
か
ら
、
安

代
総
合
支
所
は
安
代
地
区
で
の

事
業
推
進
が
で
き
る
体
制
の
人

員
配
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

庁
舎
を
建
設
し
て
一
本
に

す
る
こ
と
で
、
安
代
総
合
支
所

の
機
能
を
上
げ
る
の
も
一
つ
の

考
え
方
で
あ
る
。
庁
舎
建
設
検

討
委
員
会
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問

災
害
復
旧
の
査
定
状
況
は
。

答

市
の
公
共
土
木
施
設
は
61

件
３
億
７
０
０
０
万
円
、
農
業

関
係
が
55
件
２
億
６
５
０
０
万

円
で
、
一
級
河
川
に
関
す
る
も

の
が
約
10
億
円
で
あ
る
。

問

庁
舎
建
設
の
必
要
金
額
を

明
示
し
、
説
明
す
る
べ
き
だ
。

答

出
せ
る
も
の
は
皆
さ
ん
に

示
し
て
い
き
た
い
。

問

ス
キ
ー
大
会
の
開
催
は
、

競
技
役
員
の
育
成
の
関
係
も
あ

る
の
で
、
継
続
し
て
大
会
を
誘

致
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

職
員
に
は
全
庁
的
に
お
願

い
を
し
て
大
会
運
営
に
当
た
り
、

育
成
に
努
め
て
い
る
。

問

健
康
診
断
を
国
保
会
計
で

や
る
と
３
項
目
減
る
が
、
そ
の

分
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

心
電
図
、
眼
底
、
貧
血
の

３
項
目
は
、
前
年
の
デ
ー
タ
か

ら
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
は

や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問

田
山
ス
キ
ー
場
の
管
理
を

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

答

リ
フ
ト
の
耐
用
年
数
を
調

査
し
な
が
ら
、
今
後
の
在
り
方

を
検
討
し
た
い
。

◎
八
幡
平
市
の
特
定
の
事
務
の

郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関

す
る
郵
便
局
の
指
定
に
関
し
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

戸
籍
謄
・
抄
本
、
納
税
証
明

書
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
の
請
求
や
受
け

取
り
を
、
柏
台
郵
便
局
で
も
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
（
試
行
期
間
と
し
て

４
月
１
日
か
ら
実
施
）

問

試
行
期
間
の
意
味
は
何
か
。

答

急
激
な
変
化
を
回
避
す
る

た
め
、
６
カ
月
間
の
試
行
期
間

を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。

問

取
り
扱
い
を
委
託
す
る
郵

便
局
に
つ
い
て
は
、
条
件
を
十

分
審
査
し
た
の
か
。

答

人
的
、
質
的
、
情
報
保
護

の
観
点
な
ど
検
討
し
、
十
分
対

応
で
き
る
と
判
断
し
た
。

5

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
も
の

庁舎建設中止求める請願は継続審査

平成19年12月4日、提出された請願に目を通す瀬川議長（左端）

12月定例会では、提出されていた請願５件のうち、

「八幡平市の新庁舎建設計画の中止を求める請願」

を継続審査とすることにしました。

この請願は、住みよい八幡平市をつくる住民の会

（晴山匡
ただ

倫
のり

代表）から提出されていたもので、市議

会から審査の付託を受けた総務常任委員会は、19年

12月14日に委員会を開催した結果、「新庁舎建設基

本計画・基本構想については、現在、八幡平市庁舎

建設検討委員会で検討中であること。また、この請

願に付された署名簿の署名者数等に錯誤が見受けら

れることから、この請願は、慎重な審査を必要とす

る」との理由で、閉会中の継続審査としました。

ラスパイレス指数（19年４月１日現在）

市町村名

盛　岡　市 99.3 花　巻　市 93.6
奥　州　市 97.4 宮　古　市 93.2
釜　石　市 97.0 久　慈　市 93.2
北　上　市 96.9 八 幡 平 市 92.5
大 船 渡 市 96.6 陸前高田市 91.8
一　関　市 94.8 市 平 均 95.8
遠　野　市 94.4 町 村 平 均 92.7
二　戸　市 94.2 県 平 均 95.0

指数 市町村名 指数


